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2) Costahile and Rowthorn [2). Eltis (7)， Paglin (15]， Pasineui [16)， Spengler (22)， 
Vatter (25]，そして Keynes(10)を見よ。
の とのような解釈は倒ぇぱ. Corry白1[41. Link [121.根岸 [27]，Robbins [19Jによっ
て支持される。
4) Costabile and Rowthorn (2)， Eltis (7)， Eagly (6J.根岸 [271などがマルサスの有効需要
論を整合的に再検討することを試みている。
5) マルサスの支出フロ を体系的に示したのは Vatte.r[25Jである。

















1，: t期の実物前払い N，': t期の総労働供給 NID.: t期の生産的労働
に対する総要 N2Dt: t期の不生産的労働に対する需要 Zj: t期の総生
産 S，: t期の総貯蓄 叫・ t期の一人当り実質賃金 nt: t期の労働
人口成長率 ι: t期の前払いの成長率 Cr: t期の地主の消費・地代比
率 (>0) r，: t期の利潤率(資本単位当り利潤〕
〈外生変数〉
R:地代率(生産物一単位あたり地代 0くRく1)7) a目労働生産性
6) Malthu5 (14).初版， p.28，第二府(:， p.33 
7) マルサス白地代論を差額地代説と見なすならば， 地代率 (R)は内生変数でなくてはならな
い。しかしながら，収機逓減をちょうど相殺するような技術進昔を伝定するならば，地代半を外
生相殺変数として扱うことが許されるであろう。短期に関するこのような仮定は，マルサス自身
が行ったことである。 Ibid.，初!民 pp.313-317，第二版J pp. 282-284を見よ。





























S，=1t+1 .( 9) 
が成り立たなくてはならない。最後に，労働と資本が一定率で，しかも同 歩
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nt=世〈即日" 叩，) ......(15) 





いまや定常成長での体系は， (10)， (11)， (12)， (13)， (14)， (16)の6本の
方程式10，k， n. c.即，r， Ij， Z，の7個の内正変数から成り， したがって自由度
は1である。これらの変数を同時決定するためには，方程式がもう 1本必要で
町 Ibid..初版， p.287，第二版， p.257 





そして， (10)， (14)， (17)式より，
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9) 同様は曲線は.Eltis (7Jによって描かれた。 しかし，彼白曲線は資本に対する需要を示すも
のであり，定常成長の条件を示すものではない。

























10) Malthus [14]，初版.p.359，第二版， p.322 
11) Ib低，初版， p. 37旦第二版， p. 330 
























ける資本蓄積率と利潤率はそれぞれ k*，戸によって示される。 P の値が決定
13) 同様な関数が， Eltis [7)によって用いられた。
14) Mnlthu!I (14)，初版. p.370，第二服， p.327 

























15) Ibid.，初版.p.490，第三版， p. 413. 
16) Ibid.，初版， p.39B，第二匝， p.387 
17) マルリスは基本的には， ・laissezfaire'を支持したと考えられる。彼は， 継続的な政府介入


























18) Sraffa [24]. p. 544 
19) Malthu' [14]，初版>p.411，第三版， p.393 
20) 倒ぇぽ.Costabile anrl Rowthorn(2J， Hollander (8) (9]， Link (12]を見よ。
21) Malthus (14J，初版，第7章第7節第8節，第二自主第2踊第l章第7節ー 錦8節を見よ。
22) Ibid.，初臨I p.511，第二版， p.429 





















点における資本蓄積率を各々，k" k， (k，>ん〕とし期以降の時聞を x(xニ
0， 1， 2，・，..・〕とする。簡単な計算によってJ これらの条件を満たすB点の経済
では，次のような不均衡が生じることがわかる。
23) lbid.初版.p.484.第二版， p.411 
24) マルサスは limitingprinciple of pro:fitsとregulatingprinciple of profits Il)定義を第二版







N，'+，-(N'n，+N'n，..) = (1 +k，)'{(1十ム)"ー (1+ん)"}N(O) 
(22) 
(21)， (22)式より B点の経済では，資本も労働も供給過剰であり，しかもそ














N 。 k 
<図3>
25) lbid.，初版， p.469，第二版， p.402 
























26) 倒えぽ，lbid.，初版， p.470，第二版I p. 403および Sraf[a(23)， Vol. IX， p. 10を見
よs
27) Elti， (7)や Sow<ll(20)は，このような観点からマルサスの議論を分析する。
28) Malthus [14)，初版.p.3D::!.第二版， p. 277. 




































































マノレサスは， このような原因によって利潤率に影響を与える原理を " limit-











ciple of profitsヘそして長期的にNN曲線自体をシフトさせる原理を“ limit-
ing principle of profits"と見なすことができるであろう。リカードとマノレサ
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